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	論文題目　日本語母語話者とアラビア語母語話者の謝罪行動の対照比較研究
	学位申請者　ハカミー・ターリク
	本論文は、日本語母語話者（以下日本人）とサウジアラビア国籍を有するアラビア語母語話者（以下サウジ人）が謝罪を行う・受ける際に、どのようなことを意識するのか、そして意識の有無によって実行される謝罪に差が見られるのかを明らかにし、日本語とアラビア語の謝罪に対する考え方を対照比較することが目的である。そのため、日本語母語場面とアラビア語母語場面、そして日本語接触場面で被調査者が指定された謝罪に関する項目を意識するのかをアンケートで確認した後、Neustupný（2003）の指摘に基づきアンケートと同様...
	本研究では分析の枠組としては、言語管理理論及びフォローアップ・インタビュー（以下FI）を用い、分析の対象となる謝罪に関するデータはアンケート調査及びロールプレイ調査で収集された。
	4章の調査で明らかになった日・サ被調査者の謝罪発話の特徴は次のとおりである。１つ目は、NURIAHARISTIANI（2014）も報告したように日・サ被調査者ともに「謝罪」「説明」「責任」「お詫び」を被謝罪者の立場よりも謝罪者の立場で強く顕在化させる傾向が見られた。2つ目は、被謝罪者の立場に置かれた日・サ被調査者は、それぞれの母語場面よりも日本語接触場面で、「謝罪」「説明」「責任」「お詫び」を不要だと捉え、「許容」を必要だと捉える傾向が強かったことである。このような母語場面と接触場面では顕在化さ...
	5章の調査で日・サ被調査者の謝罪発話の特徴は明らかになった特徴は以下の通りである。1つ目は日・サ被調査者ともに「謝罪」「説明」「お詫び」を被謝罪者の立場よりも謝罪者の立場で強く意識し、被謝罪者の立場では負担度に関わらず「許容」する傾向が見られた。また場面の負担度が増加するに比例し、各ストラテジーを必要だと認識する傾向も確認された。2つ目は「責任」についてである。日本人はこのストラテジーを被謝罪者の立場よりも謝罪者の立場で強く意識していたが、サウジ人は「道徳尊重規範」を顕在化・適用させ「責任」を不...
	6章の調査で日・サ被調査者の謝罪発話の特徴は明らかになった特徴及び両母語場面と日本語接触場面における謝罪発話の相違点は以下の通りである。1つ目は、日・サ被調査者ともに「謝罪」「説明」「お詫び」を被謝罪者の立場よりも謝罪者の立場で強く意識し、被謝罪者の立場では負担度に関わらず「許容」する傾向が見られたことである。また「責任」に関しても、日本人は被謝罪者の立場よりも謝罪者の立場でこのストラテジーを強く意識していたが、サウジ人は全員が「道徳尊重規範」を顕在化・適用させ、このストラテジーを不要だと捉えて...
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